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輸出植物検疫
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輸入国が植物又は物品及びその容器包装の輸入につき、輸出国の
植物検疫証明書を必要としているもの。

輸出検査の対象となる植物輸出検査の対象となる植物

登録検査機関が、植物又は物品及びこれらの容器包装について、
輸入国の要求に適合しているかを検査することができる。

登録検査機関による検査登録検査機関による検査

植物防疫所。
植物防疫官が必要と認めるときは、当該植物又は物品の所在地。

輸出検査の場所輸出検査の場所

7．輸出検疫
JPQA

（植物防疫法第10条に規定）
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輸入禁止品 輸出検査品

輸出先国が求める条件等に基づき検疫を実施し、
植物検疫証明書を発行する。

輸 出 可 能
輸 出 不 可

不合格 合格

検査品には栽培地
検査や精密検査、
消毒の実施など特
別な条件が必要な
場合がある

植物検疫証明書を発行

輸出先国の
要求に適合

輸出先国の要
求に不適合

8．輸出検疫の流れ

証明書の添付
が不要
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植物防疫所ホームページより：

【表中の記号について】
◎： 植物検疫証明書（注１）無しで輸出できます。
Q ： 植物検疫証明書を添付すれば輸出できます。
P ： 輸出相手国の「輸入許可証（注２）」を取得する必要があります。
☆： 二国間合意に基づく特別な検疫条件を満たしたもののみ輸出できます。
×：輸出できません。
（注１：植物検疫証明書は輸出検査に合格すると発給されます。）
（注２：輸入許可証は輸出相手国より発給されます。）

JPQA
9．植物防疫所HP掲載の植物検疫条件早見表（貨物）

https://www.maff.go.jp/pps/j/search/e_hayami_kamotu.pdf
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10．植物の輸出入に関する実際の流れ

植物防疫所
又は

登録検査機関

輸出検
査申請

輸出検疫

●書類審査
●現物検査
●必要に応じて、精密検査・
くん蒸等の実施

通関・
輸出

輸出先国の

植物検疫機関

日本 輸出先国

輸入検疫

●書類審査
●現物検査
●必要に応じて、精密検査・
くん蒸等の実施
●植物検疫証明書の発行

通関・
市場流通

JPQA
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残留農薬
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11．農薬の残留基準とは

・食品（農作物）中に含まれることが許される残留農薬の限度量

・残留基準を超えた食品の流通は禁止されています

・しかし、使用基準を守り、適切に農薬を使用すれば超過することがない

・国により残留農薬基準値が異なる

JPQA

（食品安全委員会の資料などを基に作成。以下同じ）

（設定方法）
個々の残留基準値は、使用方法を遵守して農薬を適正に使用した場合の残留試験の結
果を踏まえて食品安全委員会で設定されています
具体的には、以下のデータから設定
〇 個々の農薬成分に設定されているＡＤＩ

このほか、AＲｆＤ（急性参照用量）も考慮している
〇 各食品の摂取量調査
〇 個々の農薬の使用方法
〇 作物残留試験

※ ＡＤＩ(一日摂取許容量)とは、ヒトがある物質を毎日一生涯にわたって摂取し続けても、
健康への悪影響がないと推定される一日当たりの摂取量で、毒性試験結果から設定
（Acceptable Daily Intake）
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農林水産省HP：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/zannou_kisei.html

12．諸外国における残留農薬基準値に関する情報
JPQA

18



12-２．諸外国における残留農薬基準値に関する情報

農林水産省HPより

JPQA

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/zannou_kisei.html
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まとめ （農産物の輸出に当たって確認・実施すべき事項）

 そもそも「輸出できる」のか

・各国の定める条件や規制を確認し、どの国に輸出するかを決める必要があること。

 輸出先国の植物検疫条件、残留農薬基準等に合った対応がなされているか

・Import Permit、Import quotaなどが必要でないか。

・生産園地や選果こん包施設等の登録等は必要ないか。

・輸出に当たって、消毒等の措置が求められていないか。

・こん包表示等の規制がある場合、適切に表示しているか。

・輸出先国の定める残留農薬基準値を超えていないか。

 出荷する農産物に病害虫や土の付着はないか

・もちろん病害虫や土の付着しているようなものは、出荷されていないと思いますが、こ
ん包する前に、良く確認しておくことが重要です。

 衛生証明や産地証明など必要はないか

・輸出先国、輸出品目によっては、衛生証明や産地証明などの添付が必要です。

・また、国によってはハラールなどにも留意が必要です。

JPQA
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ご清聴ありがとうございました

輸出先国の基準に適合する栽培管理を！
輸出先国、輸出植物の詳細が決まれば、

また、御不明な点があれば
支援事業にご照会を！

連絡先

一般社団法人全国植物検疫協会
〒101-0047

東京都千代田区内神田３－４－３
伊田ビル

電話 070-1187-1520

FAX 03-5294-1525

E-MAIL:support@zenshoku-kyo.or.jp
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